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全集』第二十一巻，『断腸亭日乗』1919（大正 8）年 5月 25 日：71）
4）　拙稿菊谷 2013 第三節第 6項「忍び寄る国家主義：『ふらんす物語』発禁」
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に如かず，梅毒治療剤の広告にも愛国の文字は大書せらたり（ibid. 1929（昭和 4）年 2
月 11 日：248 ― 249）
　この社会的荒廃を背景にして，1931（昭和 6）年 9月 18 日，ついに満州事変が勃発する。
号外売屢門外を走り過ぐ，満洲の戦報なるべし（ibid. 1931（昭和 6）年 9 月 22 日：
422）
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事変起りて以来此の如き不穏の風説到処に盛なり
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〔以上補〕。（ibid. 1938（昭和 13）年 8月 8日：190 ― 191）
新聞記者の来訪を避けむとて正午カメラを手にして家を出づ。虎の門其他の辻〻に愛国
心煽動の貼札また更に二三種加はりたり。（ibid. 1938（昭和 13）年 10 月 8 日：209）
この頃町の辻〻に日独伊軍事同盟のビラ政党解散を宣言するビラ貼り出さる。（ibid. 










より大なるは無し（ibid. 1940（昭和 15）年 9月 28 日：412 ― 413）
日米開戦の噂しきりなり。新聞紙上の雑説殊に陸軍情報局とやらの暴論の如き馬鹿〻〻
しくて読むに堪えず。（ibid. 1941（昭和 16）年 9月 3日：555）
街頭の集会広告にこの頃は新に殉国精神なる文字を用出したり。愛国だの御奉公だの御
国のためなぞでは一向きゝ目なかりし故ならん歟。人民悉く殉死せば残るものは老人と























を思ひ［後略］（ibid. 1945（昭和 20）年 3月 9日：306）
嗚呼余は着のみ着のまゝ家も蔵書もなき身とはなれるなり，余は偏奇館に隠棲し文筆に

























（『荷風全集』第二十二巻，『断腸亭日乗』1932（昭和 7）年 3月 10 日：481：強調引用者）
街頭には男女の学生白布を持ち行人に請ふて赤糸にて日の丸を縫はしむ。燕京出征軍に
贈るなりと云ふ。いづこの国の風習を学ぶにや滑𥡴と云ふべし。（『荷風全集』第二十四
巻，『断腸亭日乗』1937（昭和 12）年 7月 17 日：74）
或人のはなしをきくに日本軍は既に仏領印度と蘭領印度の二個所に侵入せり。この度の
動員は盖しこれが為なりと。此の風説果して事実なりとすれば日軍の為す所は欧洲の戦
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乱に乗じたる火事場泥棒に異らず
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。人の弱味につけ込んで私欲を
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仁愛の心全く無きものなり
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。斯くの如き無慈悲の行動は軈て日本国内の各個人の性行に
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影響を及すこと尠からざるべし
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野卑にして国家的品位を保つもの殆無し
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。歴史ありて以来時として種
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存在せしことありしかど
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，現代日本の如き低劣滑
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たびも其例なかりしなり
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。此くの如き国家と政府の行末はいかになるべきにや。（『荷風




1943（昭和 18）年 10 月 23 日：163）
今秋国民兵召集以来軍人専制政治の害毒いよ
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。（ibid. 1943（昭和 18）年 12












集』第二十四巻，『断腸亭日乗』1940（昭和 15）年 10 月 3 日：415）
数日前より毎日台所にて正午南京米の煮ゆる間仏蘭西訳の聖書を読むことにしたり。米
の煮ゑ始めてより能くむせるまでに四五頁をよみ得るなり。余は老後基督教を信ぜんと
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するものにあらず
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。信ぜむと欲するも恐らくは不可能なるべし
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，また英米崇拝者にもあ
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，強者を抑へ弱者を救けたき心を禁ずるこ
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と能ざるものたるに過ぎざるのみ
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
，これこゝに無用の贅言を記して，穂先の切れたる筆
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らず
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の自由のみはいかに暴悪なる政府の権力とても之を束縛すること能はず
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。人の命のある
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かぎり自由は滅びざるなり
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，戦争についても更に恐怖せず
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，
寧これを喜べるが如き状况なり
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。（『荷風全集』第二十四巻，『断腸亭日乗』1937（昭和
12）年 8月 24 日：84：強調引用者）
67永井荷風と日本社会
戦争もお祭さわぎの賑さにて
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，さして悲惨の感を催さしめず
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
。要するに目下の日本人は
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甚幸福なるものゝ如し
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畢竟二月廿六日軍
人 動の効果なるべし〔以上補〕（『荷風全集』第二十四巻，『断腸亭日乗』1939（昭和
14）年 12 月 2 日：328：強調引用者）
郵便受付箱に新年の賀状一枚もなきは法令の為なるべし。人民の従順驚くべく悲しむべ
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
し
4
。（『荷風全集』第二十五巻，『断腸亭日乗』1942（昭和 17）年 1月 1日：5：強調引用者）
凡そこの度開戦以来現代民衆の心情ほど解しがたきものはなし
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。彼等は唯電
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車の乗降りに必死となりて先を争ふのみ
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。是現代一般の世情なるべく全く不可解の状態
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事は封建時代のむかしと異るところなきが如し。（『荷風全集』
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がために起ることなり。然り而して個人の覚醒は将来に於てもこれは
到底望むべからざる事なるべし。〔以下六行抹消〕（『荷風全集』第二十三巻，『断腸亭日
乗』1936（昭和 11）年 2月 14 日：387：強調引用者）
　要するに，ずっと以前から「日本国民を構成する存在が個人であることに目覚めていない
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
」
という事実を荷風は執拗に指摘しているのだ
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
。つまりは，「日本国民は自分が人間であるこ
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とに目覚めていない
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。大逆事件の絶望が
4 4 4 4 4 4 4 4
。荷風は国家に負けたと言うよりも
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
，
自分自身に負けたのだ
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
。それまでの自分の言説を
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，人間の現実の生たる自分自身の芸術を裏
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切ったのだ
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，人間社会の一員として
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，生きられなかったのだ
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，その理由を失うとは
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！（Et propter vitam vivendi perdere causas!） 











































































































4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
，日本人と日本国民をほとんど区別でき
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ないのではないか
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NAGAI Kafu and Japanese Society:
A Continuation of “NAGAI Kafu’s Acceptance of ‘France’ 
and its Implication in Social Thought”
Kazuhiro KIKUTANI
Abstract
Following our previous paper published in last year’s issue, we discuss NAGAI Kafu’s 
notion of “society”, together with major events in Japanese modern history, including the 
“High Treason Incident,” the attempted coup d’état of February 26, 1936, and the Pacific 
War. His enormous diary written over 42 years is examined in detail. After analysis, the 
essential distinction between “the Japanese” and the “Japanese nation,” or “Japanese 
society” and the “Japanese State” is clarified according to current thinking.
